電子メディアを巡る宗教的想像力とその実践 : 《聖性》の拡張による社会参画の観点から by 榎本 香織 & ENOMOTO KAORU
 博士論文（要約） 
電子メディアを巡る宗教的想像力とその実践 
――《聖性》の拡張による社会参画の観点から 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
榎 本 香 織 
 
（２）目次 
 
目次……………………………………………………………………………………………… p.1 
 
序章……………………………………………………………………………………………… p.4 
 
第一部 《聖性》拡張としての宗教放送――NHK・新宗教の事例を中心に 
 
第 1 章 初期電子メディアと宗教――メディアによる宗教性の拡張…………………… p.22 
1－1 ラジオの誕生 
1－2 「ラヂオ気分」を巡る言説 
1－3 姉崎正治「いのちの連絡」 
1－4 「ラヂオ気分」の精神文化的位置付けとその終焉 
 
第 2 章 NHK 宗教番組の歴史……………………………………………………………… p.31 
2－1 宗教的言説の移行――「ラヂオ気分」から「番組の中」へ 
2－2 放送開始～戦前期――「教養」・「修養」としての宗教放送 
2－3 戦後の宗教番組 
2－3－1 「宗教の時間」の登場と CIE 
2－3－2 新宗教放送を巡る CIE の監督指導と NHK の対応 
2－3－3 説法から等身大の物語へ――「光を掲げた人々」「人生読本」 
2－3－4 文部省の迷信実態調査と宗教放送 
2－4 テレビ宗教放送の開始 
2－4－1 「心と人生」から「宗教の時間」へ 
2－4－2 「こころの時代」の登場――「情操の涵養」から「こころ中心の自己探求」へ 
2－4－3 NHK 宗教番組の意義と役割 
 
第 3 章 新宗教のメディア実践――金光教・生長の家・大本を中心に…………………… p.66 
3－1 教団視点から見る宗教行為としてのメディア実践 
3－2 金光教のラジオ参入――「教養」と「御取次」の狭間で 
3－2－1 「電波布教」の開始 
3－2－2 「ラジオの大衆性」対「信者の民衆性」 
3－2－3 「電波布教」による教義解釈の変容とその後 
3－3 生長の家とラジオ局――谷口雅春と「国際宗教放送」  
3－3－1 「国際宗教放送」への期待 
3－3－2 ラジオと「神想観」――「霊交のアンテナ」 
3－3－3 「宗教的」「社会的」救済としての放送事業 
3－4 大本とテレビ――ブラウン管のページェント 
3－4－1 「神器」としてのテレビの普及 
3－4－2 変革期の大本とテレビ放送 
3－4－3 「3 分間」のハイパーリアルとその反響 
3－4－4 ページェントとしての節分大祭  
 
 
第二部 ビデオ・アートと宗教的想像力――ナムジュン・パイクの思想とその実践 
 
第 4 章 ビデオ・アートの誕生――ジョン・ケージ「不確定性」の継承………………… p103 
4－1 パイクの生立ち 
4－2 ドイツ留学時代のケージとの出会い 
4－3 ダルムシュタットの「ケージ・ショック」 
4－4 東洋思想の再肯定へ――「不確定性」の生んだビデオ・アート 
4－5 〈TV 仏陀〉の誕生とその評価 
 
第 5 章 ヨーゼフ・ボイスとパイク――タタールと朝鮮を繋ぐシャーマニズム……… p.129 
5－1 ボイスとの出会い 
5－2 ボイス神話の形成――「蜜蝋と蜂蜜」から「フェルトと脂肪」へ 
5－3 ボイスのシャーマニズム――タタール，彫刻芸術，魂の癒し 
5－4 パイクのシャーマニズム――ハプニング，タタール，巫堂 
 
第 6 章 ウィーナー思想の吸収と応用…………………………………………………… p.159 
6－1 二人の同志――ウィーナーとマクルーハンについて 
6－2 ウィーナーの思想とその倫理観 
6－3 パイクのウィーナー理解――ケージ的仏教世界との接合 
6－4 サイバネティックスの芸術的応用 
 
第 7 章 「地球村」への夢――マクルーハンから〈衛星芸術〉へ…………………… p.189 
7－1 パイクのマクルーハン評価 
7－2 〈衛星芸術〉による双方向コミュニケーションの幕開け 
7－3 思想としての衛星芸術――「生」を繋ぐネットワークへ 
7－4 〈衛星芸術〉の意義――現代メディア環境からの逆照射 
 
結論…………………………………………………………………………………………… p.211 
 
参考文献……………………………………………………………………………………… p.221 
 
 
（３）本文 
５年以内に出版予定 
 
 
（４）参考・引用文献 
 
【単行本】 
生駒孝彰『ブラウン管の神々』，ヨルダン社，1987 年，238 頁 
石井研士『テレビと宗教 オウム以後を問い直す 中公新書ラクレ 293』，中央公論新社，
2008 年，253 頁 
―――――「ステレオタイプ化する宗教的リアリティ」『バラエティ化する宗教』，青弓社，
2010 年，80-90 頁 
磯前順一，深澤英隆編『近代日本における知識人と宗教 姉崎正治の軌跡』，東京堂出版，
2002 年，428 頁 
NHK サービスセンター編『ステラ MOOK ラジオ深夜便完全読本―ふれあいと感動の“安
心ラジオ』NHK サービスセンター，2006 年，210 頁 
小田勝己『アメリカ新聞界の良識 クリスチャン・サイエンス・モニターの名記者たち』，
八潮出版社，1994 年，164 頁 
喜多千草『インターネットの思想史』，青土社，2003 年，256 頁 
ゴールドバーグ，ローズリー『パフォーマンス』，中原佑介訳,リブロポート，1982(1979)
年，256 頁 
向後英紀「高度経済成長とメディア」『メディア史を学ぶ人のために』，有山輝雄，竹山昭
子編，世界思想社，2004 年，367 頁 
坂本慎一『戦前のラジオ放送と松下幸之助』，頁 H 頁研究所，2011 年，403 頁  
島薗進「神と仏を超えて－生長の家の救済思想の形成」『岩波講座 日本文学と仏教 第 8
巻 仏と神』岩波書店，1994 年，257-284 頁 
―――『精神世界のゆくえ――現代世界と新霊性運動』，東京堂出版，1996 年，396 頁 
―――『ポストモダンの新宗教－現代日本の精神状況の底流』，東京堂出版，2001 年，270
頁 
―――「自己を越える」『現代日本人の生のゆくえ――つながりと自律』，宮島喬・島薗進
編，藤原書店，2003 年(a)，143-184 頁 
―――「［総説］宗教の戦後体制――前進する主体，和合による平和――」『問われる歴史
と主体（岩波講座近代日本の文化史）』，島薗進他，岩波書店，2003 年(b)，1-60 頁 
シュライナー・ハンス＝ペータ，バルチュ，ギュンター，ベッカー・クルト・E．共編『人
智学の現状 シュタイナー教育から《緑の党》まで』新田義之，新田貴代共訳，1982 年，
334 頁 
菅原教夫『ボイスから始まる』，五柳書院，2004 年，253 頁 
高嶋米峰『遺教経講和』，明治書院，1934 年，370 頁 
竹前栄治，中村隆英監修『GHQ 日本占領史第 18 巻 ラジオ放送』向後英紀解説・訳，日
本図書センター，1997 年，114 頁 
―――――――――――『GHQ 日本占領史第 21 巻 宗教』笹川紀勝，本間信長訳，日本
図書センター，2000 年，56 頁 
武邑光裕『メディア・エクスタシー 情報生態系と美学』，青土社，1992 年，285 頁 
土佐昌樹『インターネットと宗教 カルト・原理主義・サイバー宗教の現在』，岩波書店，
1998 年，250 頁 
トムキンズ，カルヴィン「ビデオの幻視者」『ナムジュン・パイク▼タイム・コラージュ』
高 島 平 吾 訳 ， ISHII 頁 RESS ， 1984 年 （ 論 文 の 初 出 は 1975 年 ）
64-79,82-84,87-89,101-110,114-136 頁 
パイク・ナムジュン『バイ・バイ・キップリング』渡多利志津子監修，リクルート出版部
1986 年，167 頁 
―――――――――『あさってライト―ICARUS 頁 HOENIX』伊東順二構成，頁 ARCO
出版局，1988 年，117 頁 
橋元良明『メディアと日本人――変わりゆく日常』，岩波新書，2011 年，207 頁 
マックファーランド，H.N.『神々のラッシュアワー 日本の新宗教運動』，内藤豊・杉本武
之訳，社会思想社，1969 年，333 頁 
原克「エレクトリック・バナナ計画――ベルリン近代の街路照明にみる技術イメージの変
遷」『20 世紀のメディア 1 エレクトリック・メディアの近代』，ジャストシステム，1996
年，45-68 頁 
ポスカンザー，R.デボラ「無線マニアからオーディエンスへ――日本のラジオ黎明期にお
けるアマチュア文化の衰退と放送文化の台頭」古賀林幸訳，『20 世紀のメディア 1 エレ
クトリック・メディアの近代』ジャストシステム 1996 年，93-116 頁 
水越伸他『コンピュータ半世紀―コンピュータ文化を読み解く 173 冊』ジャストシステム，
1996 年(a)，210 頁 
―――「ソシオ・メディア論の歴史的構図――情報技術・メディア・20 世紀社会」『20 世
紀のメディア 1 エレクトリック・メディアの近代』ジャストシステム，1996 年(b)，5-26
頁 
迷信調査協議会編『日本の俗信１ 迷信の実態 復刻版』洞史社，1979 年，362 頁 
迷信調査協議会編『日本の俗信２ 俗信と迷信 復刻版』洞史社，1980 年，372 頁 
山口誠「ラジオ放送の出現と一九二〇年代の社会」『メディア史を学ぶ人のために』世界思
想社，2004 年，152-177 頁 
吉見俊哉，若林幹夫，水越伸『メディアとしての電話』，弘文堂，1992 年，297 頁 
吉見俊哉『メディア文化論――メディアを学ぶ人のための 15 話』（有斐閣アルマ），有斐閣，
2004 年，285 頁 
依田千百子『朝鮮民俗文化の研究：朝鮮の基層文化とその源流をめぐって』，瑠璃書房，
1985 年，497 頁 
渡邊楳雄『現代日本の宗教』，大東出版社，1950 年，347 頁 
ワッツ，アラン「ビート禅とスクェア禅と禅」『講座禅 第七巻 禅の古典－日本』西谷啓
治編，筑摩書房，1968 年，317-343 頁 
 
Cage, John, Silence, Middletown, Connecticut: Wesleyan University Press, 1961, 276p.
（ジョン・ケージ『サイレンス』柿沼敏江訳，水声社，1996 年，456p.） 
―――――, Silence, The M.I.T. Press paperback sixth edition, 1971. 
Fuller, R., Buckminster: Nine chains to the Moon, Southern Illinois University Press, 
1963., 346p. 
Heims, Steve J., John von Neumann and Norbert Wiener, The Massachusetts Institute 
of Technology, 1980, 568p.（スティーブ・ハイム『フォン・ノイマンとウィーナー：2 人
の天才の生涯』高井信勝監訳，工学社，1985 年，488p.） 
―――――――: Constructing a social science for postwar America: The Cybernetics 
Group, 1946-1953, The MIT Press, 1993, 334p.（スティーブ・ハイム『サイバネティク
ス学者たち――アメリカ戦後科学の出発』，忠平美幸訳，朝日新聞社，2001 年，401p.） 
Hemleben, Johannes, Rudolf Steiner, Rowohlt Taschenbuch Verlag Gmbh, 1963, 207p. 
（ヨハネス・ヘムレーベン，河西善治『シュタイナー入門』ぱる出版，2001 年，268p.） 
Herzogenrath, Wolf, “The Anti-technological Technology of Nam June Paik's Robots”, in 
Nam June Paik Video Works 1963-88 (exhibition catalogue), Hayward Gallery, 1965, 
pp.6-31. 
Innis, Harold A., The Bias of Communication, University of Tronto Press, 1951, 226p.
（ハロルド・イニス『メディアの文明史：コミュニケーションの傾向性とその循環』久保
秀幹訳，新曜社，1987 年，384p.） 
Kaprow, Allan, 18/6:18 Happenings in 6 Parts, Lepeke, Eva Meyer-Hermann, Stephanie 
Rosenthal and Allan Kaprow, Steidl Hauser & Wirth, 2007, 80p. 
Marvin, Carolyn, When Old Technology Were New: Thinking About Electric 
Communication in the Late Nineteenth Century, Oxford University Press, 1988, 296p.
（キャロリン・マーヴィン『古いメディアが新しかった時 19 世紀末社会と電気テクノ
ロジー』吉見俊哉，水越伸，伊藤昌亮訳，2003 年，509p.） 
McLuhan, Eric, and Jacek, Szklarek, eds., The Medium and the Light: Reflection on 
Religion, Soddart Publishing Co. Limited, 1999, 248p. 
Nisbet, Peter, “Crash Course, Remarks on a Beuys Story,” Joseph Beuys: Mapping the 
Legacy, Gene Ray (ed.), New York, D.A.P./Ringling Museum, 2001, p.5-17. 
Paik, Nam June, and Rosebush, Judson, et al., Nam June Paik: Videa ‘n’ Videology 
1959-1973, Everson Museum of Art, Syracuse; reed, Tova Press, Special oversize 
limited edition, 1997, 88p. 
―――――― and Hanhardt, John G., et al., Nam June Paik: Global Groove 2004, 
Guggenheim Museum Publications, 2004, 146p. 
Ray, Gene, “Joseph Beuys and the After-Auschwitz Sublime,” Joseph Beuys: Mapping 
the Legacy, Gene Ray (ed.), New York, D.A.P./Ringling Museum, 2001, pp.55-74. 
Ong, Walter J., Orality and Literacy, The Technologizing of the Word, Methuen, 1982, 
201p.（ウォルター・オング『声の文化と文字の文化』桜井直文，林正寛，糟谷啓介訳，
藤原書店，2002 年，405p.） 
Wiener, Nobert, Cybernetics, 2nd ed., The Technology Press, John Wiley & Sons, Inc., 
New York. Hermann et Cie, Paris, 1962, 212p.（ノーバート・ウィーナー『サイバネティ
ックス―動物と機械における制御と通信―（第 2 版）』池原止戈夫他訳，岩波文庫，2011 年，
418p.） 
――――――, The Human Use of Human Beings cybernetics and society, Houghton 
Mifflio & Co., U.S.A, Doubleday Anchor Books, 1954, 199p.（ノーバート・ウィーナ 『ー人
間機械論 人間の人間的な利用 原書改訂第２版』鎮目恭夫訳，みすず書房，1992 年，
206p.） 
――――――, I am a Mathematician, Doubleday & Co. Inc., New York, 1956, 380p.（ノ
ーバート・ウィーナー『サイバネティックスはいかにして生まれたか』鎮目恭夫訳，みす
ず書房，2002 年，271p.） 
――――――, God and Golem, Inc. ――A Comment on Certain Points where 
Cybernetics Impinges on Religion, The M. I. T. Press, 1964, 99p.（ノーバート・ウィー
ナー『科学と神 サイバネティクスと宗教』鎮目恭夫訳，みすず書房，1979 年，149p.） 
Stillson, Judah J., The History and Philosophy of the Metaphysical Movements in 
America, Westminster Press, 1967, 317p. 
 
김은지[キム・ウンジ ]『비디오 조각과 젠가 전자기계기술・벡남준 그리고 미술관－ 
독일과 일본』한국학술정보, 2007, 268p. 
김홍희[キム・ホンヒ]『굿모닝, 미스터 백!』designhouse, 2007, 275p. 
구보타 시게코[久保田成子], 남정호[ナム・ジョンホ ]『나의사랑, 백남준』인수, 2010, 
376p. 
백남준［パイク・ナムジュン］『백남준： 말에서 크리스토까지』,  
데커, 에디트[Decker, Edith], 리비어, 이르멜린[Libya, Ilmellin]엮으니, 임왕준, 정미애, 
김문영 옮긴이, 백남준아트센터, 2010, 423p. 
―――”전자와 예술과 비빔밥(1967)”『백남준 추모문칩 TV 부처 白南準』삶과꿈, 2007, 
pp14-18. 
조흥윤[ジョ・フンユン]『巫 : 한국무의 역사와 현상』민족사, 1997, 418p. 
유준상[ユ・ジュンサン]他，『비디오 때 비디오 땅』국립현대미술관, 1992, 120p. 
윤명로[ユン・ミョンノ]”백남준의 예술과 선사상”『백남준 추모문집 TV부처 
 白南準』삶과꿈, 2007, pp40-43. 
이용우[イ・ヨンウ]『백남준』三省出版社, 1992, 403p. 
―――『백남준 그 치열한 삶과 예술』열음사, 2000, 318p. 
 
 
【雑誌】 
石井研士「戦後におけるラジオでの宗教放送の変化－三つの調査を比較して－」『國學院大
學紀要 文学研究科 34』2002 年(a)，141-172 頁 
――――「ラジオと宗教放送」『國學院大學紀要 40』，2002 年(b)，1-18 頁 
――――「戦後のラジオでの宗教放送とテレビ放送への移行」『國學院大學紀要 41』，2003
年(a)，101-118 頁 
――――「ラジオと宗教」『高度情報化社会と宗教に関する基礎的研究』，平成 11 年度～14
年度科学研究費補助金 基盤研究（B）（２）研究成果報告書，2003 年(b)，1-52 頁 
石田あゆう「<土に還る>文明批評家，室伏高信のメディア論」『マス・コミュニケーション
研究 (56)』，2000 年，78-94 頁 
井上俊「戦後の宗教団体の電波メディア利用--神社本庁と日本短波放送のかかわり」『神道
宗教』(208・209)，神道宗教学会，2008 年，123-136 頁 
岩本政敏「語り継ぐ民間放送史 第 11 回 聖パウロ修道会の財政基盤でスタート」『月刊民
放』26（6），コーケン出版，1996 年，44-47 頁 
久米正雄「空中法悦」『女性』5 月号，1925 年，54-60 頁 
中見眞里「室伏高信と柳宗悦」『清泉女子大学紀要 48』清泉女子大学，2000 年，57-74 頁 
室伏高信「ラヂオ文明の原理」『改造』7 月号，1925 年(a)，30-47 頁 
――――「肉体の美的機能」『女性』10 月号，1925 年(b)，170-187 頁 
山本透，小田原敏，伊藤正徳「草創期の『ラヂオ気分』 ――東京朝日新聞の記事から―
―」『上智大学 コミュニケーション研究 14』，1984 年，71-150 頁 
湯川秀良「宗教放送に一言」『ニューエイジ』7月号，毎日新聞社，1954 年，64-65 頁 
吉永進一「近代日本における神智学思想の歴史」『宗教研究』84(2)，日本宗教学会，2010
年，579-601 頁 
カチュンコ，スラフコ「飯村隆彦：クローズド・サーキット（閉回路）ビデオ  
1972-2002」瀧健太郎，田坂博子共訳，2003 年 
（http://alt.slavkokacunko.de/fileadmin/pdf/2003b_jap.pdf，2014/02/19 取得） 
パイク，ナムジュン「セリー・偶然・空間など：Darmstadt1958」『音楽芸術』12 月号，
1959 年，82-101 頁 
―――――――――「マルクスからシュペングラー…」飯村隆彦訳，『季刊フィルム』8 月
号，1971 年，161-162 頁 
ヤングブラッド，ジーン「同期芸術」『季刊フィルム』8 月号，1971 年，166-173 頁 
 
Buchloh, Benjamin H. D., “Beuys: The Twilight of the Idol,” in Preliminary Notes for a 
Critique, Artforum, 1980, pp.35-43. 
Hanhardt, J. G., “Chance in a lifetime,” in ArtForum vol.44, April, 2006, pp51-54. 
(http://artforum.com/inprint/issue=200604&id=10623). 
Lee, Chanwoong, “Electronification of Image: Zen, Shell, Schizophrenia,” in NJP Reader 
#3, 2012, pp.146-161 
Levin, Kim, “Joseph Beuys: The New Order,” in Arts Magazine 54, 1980, reprinted in 
Beyond Modernism: Essays on Art from the 70s and 80s, New York, 1988, pp.173-184. 
 
정소연[ジョン・ソヨン], 이원형[イ・ウォンヒョン] “시대적 변화에서 나타난 백남준과 
그의 모순“『한국콘텐츠학회논문지 Vol.11 No.7』, 2011, pp.153-167. 
( http://www.dbpia.co.kr/Article/1496341, accessed 2012/07/04) 
오광수[オ・クァンス] “白南準과 보이스와 한국의 샤머니즘 －시원의 형식에 대한 
 염원－”『A Pas de Loup  de Séoul à Budapest』Galerie Hyundai/Galerie Won, Corée』, 
1991, pp70-75. 
 
 
【新聞・機関誌・全集等】 
『愛善苑』天声社，1958 年 2 月 1・15 日号 
『愛善苑』天声社，1959 年 8 月 1 日号 
『愛善苑』天声社，1960 年 2 月号 
『愛善苑』天声社，1961 年 6 月号  
『大本七十年史 下巻』大本七十年史編纂会編，大本，1967 年 
『金光教徒』1925,1926,1952,1956,1957 年 
『金光教法』1925,1926,1951,1952,年 
『生長の家』1952,1953 年 
『中外日報』昭和 36（1961）年 6 月 2 日号 
『日本放送史 上巻』日本放送出版協会，1965 年 
『日本放送史 下巻』日本放送出版協会，1965 年 
『ラヂオ年鑑 昭和 9 年版』誠文堂，1934 年 
『ラヂオ年鑑 昭和 10 年版』（複製版）大空社，1989 年 
『ラヂオ年鑑 昭和 11 年版』誠文堂，1936 年 
『ラヂオ年鑑 昭和 12 年版』誠文堂，1937 年 
『ラジオ年鑑 昭和 22 年版』日本放送出版協會，1947 年 
『ラジオ年鑑 昭和 23 年版』日本放送出版協會，1948 年 
『ラジオ年鑑 昭和 24 年版』日本放送出版協會，1949 年 
『ラジオ年鑑 昭和 26 年版』日本放送出版協會，1951 年 
『NHK 年鑑 15 1962-2』ゆまに書房，2000 年 
『NHK 年鑑’63 昭和 38 年』ラジオサービスセンター，1963 年 
『NHK 年鑑’78 昭和 53 年』ラジオサービスセンター，1978 年 
『NHK 年鑑’80 昭和 55 年』ラジオサービスセンター，1980 年 
『NHK 年鑑’81 昭和 56 年』ラジオサービスセンター，1981 年 
『NHK 年鑑’82 昭和 57 年』ラジオサービスセンター，1982 年 
『NHK 年鑑’83 昭和 58 年』ラジオサービスセンター，1983 年 
『「現代日本人の宗教意識」調査 結果の概要』NHK 放送世論調査所，昭和 57（1982）年 
『日本人の宗教意識』NHK 放送世論調査所，昭和 59（1984）年 
『毎日新聞』1953 年 5 月 26 日号 
 
최재영『백남준 굿 최재영사진집』문인희(기획), fazi, 2011 
『월간 춤』（月刊ダンス）8 月号, 댄스포럼, 1985 
 
 
【その他】 
姉崎正治「いのちの連絡」原稿 姉崎資料 41,0-25-9（東京大学宗教学宗教史学研究室所蔵） 
ジョン・ケージ「私の人間形成について」（稲盛財団 1989 年京都賞受賞記念講演会講演録） 
http://www.inamori-f.or.jp/laureates/k05_c_john/img/lct_j.pdf（2015/1/13 取得） 
「阿部修也インタビュー」： 
http://hive.ntticc.or.jp/contents/interview/abe（2014/2/28 取得） 
「クリスチャン地震被災状況」： 
http://www.facebook.com/home.php?sk=group_199921783359066&id=200486823302562
（2014/1/25 取得） 
現代美術用語事典 ver. 2.0β版』http://artscape.jp/artword/index.php（2014/1/25 取得） 
「リバイバル・ジャパン」：2011 年 6 月更新，「ネットワークと情報の力」 
http://www.revival.co.jp/2011/06/post-168.php（2014/03/03 取得） 
“Art and Future: Extract of Douglas Davis interview with Nam June Paik,” 
http://cyberneticzoo.com/?p=3437 
 
 
（５）論文の内容の要旨 
 
本論文は、電子メディアの登場によって開かれたメディア空間を踏まえて、宗教集団や
表現者の宗教観がどのように更新されてきたのかについて考察したものである。 
90 年代半ば以降のインターネットの普及が、宗教に及ぼす影響の斬新さが昨今注目され
ているが、本論文は、そうした影響力には前史があるという認識に立つ。具体的には、イ
ンターネット以前のラジオやテレビなどの電子メディアの登場時に、そこに新たな宗教性
が見出され、その可能性を汲み上げるような諸実践が見られる。本論文では「聖性の拡張」
というキーワードで、そのダイナミズムを論じている。 
本論文は二部からなっている。第一部では日本の電子メディア黎明期におけるメディア
空間への宗教の参入事例として、NHK の宗教放送、金光教、生長の家、大本を取り上げ、
どのような形で聖性の拡張がなされたかを描写する。他方、第二部では、1960 から 80 年
代における韓国系アメリカ人ナムジュン・パイク（白南準 1932-2006、以下パイク）によ
るビデオ・アートの実践と思想が取り上げられている。ここでパイクの創作活動は、ラジ
オ・テレビからさらに聖性を拡張する思想的・芸術的実践であり、かつパソコン通信やイ
ンターネットの前身的事例と位置づけられている。 
第 1 章では、日本初の公共電子メディアであるラジオが黎明期に人々に与えた期待感を
紹介し、考察している。具体的には当時世間で流行した「ラヂオ気分」を鍵語とした大衆
の反応やラジオ批評等を通じ、当時のラジオが人の感覚や精神に大変革をもたらすと見な
されていたことを指摘し、この脱身体的メディア体験の言説が、従来の日本の霊性文化や
当時日本に浸透していた 19世紀以降のメタフィジカル宗教と連続性があると説明している。 
 第 2 章は、ラジオが制度的に普及し、装置から番組内容へと関心が移行した後の事象と
して国内最長の NHK の宗教放送を取り上げ、その宗教性の変遷を辿る試みである。放送開
始時は、人々が平等に知識や品性を磨き人格形成を目指す修養を目的としたが、その後教
養へとシフトし、昭和 10 年頃より国家総動員の手段ともされた。戦後は占領軍の介入で変
革され、60 年代のテレビ宗教放送の開始を機に聴覚・視覚メディアによる立体的な番組編
成が検討された。80 年代には、番組の中心を職能者による上意下達的な性質のものから一
般の人々の「こころ」へと転換している。 
 第 3 章では、公共メディアの主流から締め出された新宗教教団の電子メディア実践につ
いて、金光教・生長の家・大本を事例に検討している。各教団の実践は、公共放送とは異
なるかたちでそれぞれが抱く聖性の拡大が試みられ、独自の宗教的期待感を見せた。これ
はラジオ黎明期の「ラヂオ気分」の二次的再現と換言可能であり、自身の教団が電子メデ
ィアという社会的空間において聖性を如何にして導入可能かを問う経験でもあったとして
いる。 
第二部ではメディアと聖性の混在的思想が活動の原動力として働いた例として、ビデ
オ・アートの創始者であるパイクの芸術活動を扱っている。彼は、諧謔精神を以て常に社
会や日常に問題を提起する活動を行ったが、それを支えたのが宗教思想とメディア論の融
合によって打ち立てられた独自の思想であったとする。制度化された電子メディアの中で
宗教性が更新されていく過程を検討した第一部に対し、第二部では、宗教性が電子メディ
アを既存の制度や構造から解体・再構築し、新たな社会像を構想した過程が俎上に載せら
れる。 
 第 4 章はパイクの生い立ちと、生涯師事したアメリカの現代音楽家ジョン・ケージから
受けた思想的影響を説明し、パイクの価値観形成には幼少時に朝鮮戦争で祖国を離れた経
験と、その後のケージとの出会いが車軸の如く関与していることを明らかにしている。 
ケージが傾倒した禅や易経等の東洋思想、エックハルト等の神秘主義、不確定性の観念
が、パイクに影響を与えており、特に不確定性はディアスポラ的生き方を運命づけられた
彼自身のアイデンティティに大きな意義付けを与えている。またケージの音楽創作に倣い、
芸術活動に東洋思想を応用したことが、ビデオ・アートの誕生の契機となった点を指摘し
ている。 
 第 5 章で論じるのは、朋友のドイツ人芸術家ヨゼフ・ボイスと共に培ったシャーマニズ
ムのビデオ・アートへの応用である。第二次大戦中に搭乗した戦闘機がクリミア半島に墜
落した際、タタール人から救われ、その大地から霊感を受けたとされるボイスの逸話に共
感したパイクは、祖国の巫堂文化への眼差しを回復させることで互いのシャーマニズム世
界の接続を地理的・言語学的見地から試みている。シャーマニズムはパイクのメディア観
や実践に新たな意味付けを与え、社会的にメディアの持つ多元的側面を具現化させる責任
を自覚させるものでもあったとしている。 
第 6 章では、サイバネティックスの提唱者ノーバート・ウィーナーの言説を、パイクが
宗教的文脈に沿って解釈・吸収していく様を考察している。パイクはウィーナーの思想に
ケージや不確定性思想との共通項を見出すと同時に、彼の実存主義的生き方にも深く同調
する。それが無メッセージ的情報の表象、タイム・コラージュ、テクノロジーの人間化等
の観念の創出につながり、作品素材に深い哲学的思惟を与えることに成功したとする。ま
たパイクは、ウィーナーの人道主義的知見から弱者に対する眼差しを学び、創作活動を人
間のためのテクノロジー（メディア）利用の問題に引き付ける契機となったと指摘する。 
第 7 章では、パイクのマクルーハン解釈と彼の地球村理念を応用した衛星芸術の意義を
考察している。パイクが 70 年代初頭から 80 年代半ばに地球村をコンセプトとして生み出
した衛生芸術の言説及び作品群は、電子メディアの登場により時空間の制限が取り払われ、
世界規模での相互依存の時代が到来するというマクルーハンの地球村の観念を踏まえたも
のである。しかし、（マイクによって）拡大された神の声に包まれた聖なる共同体というマ
クルーハンの宗教的メディア観を踏襲したものではなく、構造的にはバックミンスター・
フラーの地球生態学と仏教的因縁生起（縁起）との混合によって生み出されたスピリチュ
アルな性質を持つことを指摘している。 
パイクの実践は、電子メディアに禅やシャーマニズム等の聖性を持ち込むことで、既存
メディアの解体・再構築や社会に対する問題提起を提示し、「（高次の）生の充実とその有
機的ネットワーク」社会の可能性を打ち出した。それはメディア空間を無機質な情報空間
ではなく、人々の生が躍動する為の有機的な空間として意味付ける試みでもあった。 
結論では、本論文全体における電子メディアを巡る宗教的メディア実践に関する議論を
総括して、電子メディアという新たな社会空間を通じて人びとがよりよき生を送れるよう
に、様々なかたちの聖性がその空間に持ち込まれ拡張されていったと論じている。さらに、
インターネットが登場した現代の状況を、これまでの議論の延長上に位置付けつつ、現代
の電子メディア上の交流で生じる宗教的な交流や感情も、既に歴史的に繰り返されてきた
ことであるという理解を示している。 
 
